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 要  旨 
 
 セラミックスは耐熱性，耐磨耗性，耐熱衝撃などに優れた材料であり，気孔
特性，細孔分布を制御することによって損傷許容性や変形許容性など新たな機
能を持たせた多孔質セラミックに注目が集まっている．これまで緻密なセラミ
ックスに対しての接触応力に関する研究は多く行われてきたが，耐損傷性に優
れた多孔質セラミックスに関しては損傷形態が不明であった．そこで，試験評
価方法の標準化の研究として多孔質セラミックスに対し球圧子押込み試験と
圧縮試験を実施した． 
 本研究ではフィルター材として用いられている炭化ケイ素多孔体とケイ素
とアルミナの混合多孔体の試験片に対し，球圧子押込み試験を実施し，球圧子
押込み強さに及ぼす球圧子材質，台座材質，球圧子球径，押込み速度，試験片
板厚の影響を調査した．さらに，球圧子押込み試験により損傷を付与した後4
点曲げ試験を行い，損傷の影響について考察した．また，リン酸カルシウム系
の生体活性セラミックスに対し圧縮試験及び球圧子押込み試験を実施し，破壊
挙動を調査した．以下に得られた結論を示す．  
 
1. 球圧子球径が増加すると球圧子押込み強さが増加する傾向が見られた．特に
大きな気孔をもつ ST#30 ではこの傾向が顕著に見られた．これはき裂の進展
が大きな気孔に阻害されるためであると見られる．  
2. 試験片板厚が増加すると球圧子押込み強さが増加し強さのばらつきが減少
する依存関係が認められた．これは複数の破壊因子で破壊していたものが，
板厚が増加するとラジアルクラックのみの単一因子で破壊に至る為である． 
3. 破面を観察した結果，球圧子との接触面に窪みが観察され，接触面直下には
ダメージゾーンと呼ばれる損傷域が見られた．また，ダメージゾーンから放
射状にき裂が進展している様相が観察された．  
4. 4点曲げ試験後の破断形態は，圧痕以外から破壊したType A，圧痕に沿って破壊
したType B，圧痕を横断した破壊したType Cの3種類に分類できた．押込み荷重が
小さい時はTypeA，押込み荷重が大きくなるとTypeCの破壊形態となった． 
5. 生体活性セラミックスに対し圧縮試験を行った結果，試験片形状，試験片高
さ，試験片断面積によらず製品毎の圧縮強さはほぼ等しい値であった．しか
し，緻密体に近い供試材では試験片高さが大きいほど圧縮応力は小さい値を
示した．  
6. 多くの生体活性セラミックスでは，圧縮強さと球圧子押込み強さの間に一定
の相関関係が見られたが，この相関に従わない供試材も存在した．  
 
